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か
ど
う
か
で
勝
敗
が
左
右
さ
れ
る
の
が
、

寿
都
に
限
ら
ず
田
舎
町
の
議
員
選
挙
の
常

だ
。
核
ゴ
ミ
問
題
が
な
く
て
も
、
基
幹
の

水
産
関
連
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
少
子
高

齢
化
や
子
育
て
の
対
策
、
観
光
振
興
と

い
っ
た
喫
緊
の
課
題
も
多
い
。

　

し
か
し
、
住
民
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明

や
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
蔑
ろ
に
し
て
、

“
肌
感
覚
”で
文
献
調
査
へ
の
応
募
を
急
い

だ
片
岡
町
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
議

会
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。「
概
要
調

査
」に
入
る
前
に
は
、
町
条
例
に
基
づ
い

て
そ
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施
す

る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い
る
。
来
年
中
に
も

予
想
さ
れ
る
住
民
投
票
や
最
終
処
分
場
問

題
の
行
方
を
窺
う
意
味
で
も
、
今
回
の
町

議
選
の
動
向
か
ら
目
を
離
せ
な
い
。

　

こ
の
記
事
を
書
く
に
あ
た
り
、
過
去
４

年
間
の『
議
会
だ
よ
り
』に
ざ
っ
と
目
を
通

し
て
み
た
。「
文
献
調
査
」が
突
如
浮
上
し

た
一
昨
年
８
月
ま
で
は
、
年
４
回
の
定
例

会
で
欠
か
さ
ず
共
産
党
の
幸
坂
氏
が
一
般

質
問
に
立
ち
、
越
前
谷
氏
の
質
問
回
数
が

そ
れ
に
次
い
だ
。
調
査
へ
の
応
募
が
取
り

沙
汰
さ
れ
る
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
身
の
沢
村
國

昭
氏（
78
）も
反
対
の
論
陣
を
張
る
よ
う
に

な
り
、
片
岡
氏
の
町
政
運
営
を
き
び
し
く

追
及
。
こ
の
３
議
員
が
議
会
内
で
の
批
判

勢
力
の
核
に
な
っ
て
い
く
。

　

水
産
加
工
業
の
若
手
や
子
育
て
世
代
の

女
性
ら
で
つ
く
る「
町
民
の
会
」は
20
年
12

月
、「
寿
都
町
に
放
射
性
物
質
等
を
持
ち
込

ま
せ
な
い
条
例
」の
制
定
を
求
め
る
要
望

書
を
寿
都
町
議
会
に
提
出
。
直
後
の
議
会

で
は
、
前
出
の
３
氏
と
川
地
氏
が
条
例
制

定
に
賛
同
し
、
４
対
４
の
賛
否
同
数
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
小
西
議
長
の
裁
決
に

よ
っ
て
否
決
さ
れ
、
振
り
出
し
に
戻
る
。

　

翌
21
年
３
月
の
定
例
会
に
は
、
片
岡
町

長
が「
最
終
処
分
の
精
密
調
査
に
係
る
意

見
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
案
」を
町
議

会
に
提
案
。
こ
れ
は
、「
精
密
調
査
」前
の

段
階
で
の
み
住
民
投
票
を
実
施
す
る
と
い

う
条
例
案
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、小
西
議
長
が「
概
要
」「
精

密
」そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
住
民
投
票
を
実
施

す
る
旨
の
条
例
修
正
案
を
提
案
し
、
本
会

議
で
採
決
の
結
果
、
賛
成
４（
石
澤
、
木

村〔
親
〕、
同〔
眞
〕、
友
山
）、
反
対
３（
越

前
谷
、
幸
坂
、
沢
村
）で
可
決
し
て
い
る

（
注
＝
川
地
氏
は
欠
席
）。
こ
う
し
て
２
段

階
で
住
民
投
票
を
実
施
す
る
方
向
に
な
っ

た
が
、「
過
半
数
の
投
票
が
な
け
れ
ば
開
票

し
な
い
」旨
の
条
項
を
設
け
た
こ
と
か
ら
、

「
町
民
の
会
」な
ど
か
ら
次
の
よ
う
な
批
判

が
く
す
ぶ
る
。

　

①（
条
例
の
制
定
か
ら
）２
年
後
ま
で
、

町
民
が
投
票
す
る
機
会
が
な
い

　

②「
調
査
に
賛
成
す
る
な
ら
投
票
所
に

行
く
な
」と
い
っ
た
組
織
的
な
ボ
イ
コ
ッ

ト
の
恐
れ
が
あ
る
。「
投
票
所
に
行
く
＝
反

対
派
」と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
ら
、
し

が
ら
み
の
多
い
町
で
は
投
票
率
が
下
が
り
、

開
票
さ
れ
な
い
可
能
性
が
出
て
く
る
。

　

今
年
に
入
り
、
住
民
投
票
の
実
施
時
期

な
ど
を
め
ぐ
る
吉
野
議
員
や
幸
坂
議
員
の

一
般
質
問
に
対
し
、
片
岡
町
長
は
、

「
現
状
で
は
、
地
層
処
分
事
業
が
全
国
的

な
議
論
と
な
っ
て
い
る
と
は
思
え
ず
、
町

民
が
賛
否
に
囚
わ
れ
ず
学
習
会
な
ど
に
参
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最
終
処
分
地
の
選
定
に
影
響
を
与
え
る
寿
都
町
議
選
の
行
方

　

最
終
処
分
地
の
選
定
に
影
響
を
与
え
る
寿
都
町
議
選
の
行
方

10
月
３
日
、“
核
の
ゴ
ミ
”最
終
処
分
場
の
候
補
地
選
定
に
向
け
た「
文
献
調
査
」が
終
わ
っ
た
後
志

管
内
寿
都
町
で
、
町
議
会
議
員
選
挙
が
執
り
行
な
わ
れ
る（
告
示
は
９
月
28
日
）。
有
権
者
数
は

２
３
３
０
人
。
９
月
初
め
ま
で
に
定
数
９
に
対
し
11
人
の
立
候
補
が
確
実
視
さ
れ
て
お
り
、
少
数
激

戦
の
様
相
に
─
─
。
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
と
水
産
加
工
業
の
活
性
化
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
化
や

子
育
て
の
対
策
、
観
光
振
興
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、「
概
要
調
査
」の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
が
焦
点
に
な
る
中
、
議
会
側
が
片
岡
町
政
を
ど
う
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
試
金
石
に
な

る
選
挙
と
い
え
る
。
立
候
補
予
定
者
の
顔
ぶ
れ
や
核
ゴ
ミ
問
題
を
め
ぐ
る
町
議
会
の
経
緯
、
さ
ら
に

事
前
調
査
の
行
方
な
ど
寿
都
町
議
選
の
周
辺
を
取
材
し
た
。　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

小
さ
な
町
の
大
き
な
選
択

小
さ
な
町
の
大
き
な
選
択

い
ま
、
地
元
振
興
と
片
岡
町
政
の

い
ま
、
地
元
振
興
と
片
岡
町
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
議
会
へ

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
議
会
へ

漁業や水産加工業に従事する住民が多い人口 2700 弱の寿都町。漁業や水産加工業に従事する住民が多い人口 2700 弱の寿都町。
原発城下町の岩内は漁業者の減少が著しいが、寿都では漁港や関原発城下町の岩内は漁業者の減少が著しいが、寿都では漁港や関
連施設が整備され、水産物の水揚げ高を維持してきた連施設が整備され、水産物の水揚げ高を維持してきた

　

８
月
25
日
に
寿
都
町
選
挙
管
理
委
員
会

が
開
い
た
立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
事
前

説
明
会
に
は
、
次
の
10
陣
営
の
関
係
者
が

出
席
し
た（
前
回
の
得
票
順
に
掲
載
）。

　

現
職
で
は
、
㈲
マ
ル
ホ
ン
小
西
漁
業
部

役
員
で
議
長
の
小
西
正
尚
氏（
68
・
現
在

９
期
）、
建
設
会
社
役
員
で
副
議
長
の
石

澤
洋
二
氏（
67
・
同
８
期
）、
魚
類
販
売
業

の
川
地
正
人
氏（
59
・
１
期
）、
漁
業
者
の

木
村
眞
男
氏（
66
・
４
期
）、
浄
土
真
宗
僧

侶
の
友
山
大
信
氏（
75
・
１
期
）、
共
産
党

公
認
の
幸
坂
順
子
氏（
74
・
３
期
）と
、
２

０
２
１
年
の
補
欠
選
挙
で
初
当
選
し
た
水

産
加
工
会
社
社
員
の
吉
野
卓
寿
氏（
32
）の

７
陣
営
。

　

元
職
で
は
、
町
助
役
を
経
て
町
議
を
４

期
務
め
、
一
昨
年
の
町
長
選
に
出
馬
し
、

現
職
の
片
岡
春
雄
氏
に
惜
敗
し
た
農
業
者

の
越
前
谷
由
樹
氏（
71
）。
新
人
で
は
、
水

産
加
工
会
社
社
員
で「
子
ど
も
た
ち
に
核

の
ゴ
ミ
の
な
い
寿
都
を
！ 

町
民
の
会
」メ

ン
バ
ー
の
大
串
伸
吾
氏（
39
）と
独
自
の
核

ゴ
ミ
反
対
運
動
を
続
け
る
田
原
誠
氏（
74
）

の
２
陣
営
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
説
明
会
の
後
、
前
教

育
長
の
早
瀬
良
樹
氏（
71
）が
出

馬
の
意
思
を
固
め
、
あ
い
さ
つ

回
り
な
ど
を
始
め
た
と
い
う
。

「
新
た
な
立
候
補
者
が
現
れ
る

の
で
は
な
い
か
」と
の
声
も
聞

く
。
し
た
が
っ
て
、
９
月
25
日

に
町
選
管
が
実
施
す
る
事
前
審

査
に
は
、
定
数
９
に
対
し
、
少

な
く
と
も
11
陣
営
の
出
席
が
確

実
視
さ
れ
る
。

　

地
縁
や
血
縁
が
入
り
乱
れ
、

地
方
自
治
に
対
す
る
考
え
方
よ

り
も
、
有
権
者
受
け
す
る
人
物

定
数
９
に
対
し
立
候
補
予
定
者
は

11
人
、
少
数
激
戦
の
様
相
を
呈
す

現
状
で
は
町
政
批
判
が
少
数
派

議
長
修
正
案
で
投
票
条
例
を
可
決

前回町議選の得票数など
（出典：『広報すっつ』2019 年 11 月号）
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19 年町議選の当選議員たち。21 年、町長選出馬に伴い越前谷由樹氏が辞職し、補選で 1121 票を獲得
した吉野卓寿氏が初当選（出典：『広報すっつ』2019 年 11 月号）

図．ＮＵＭＯなどが描く最終処分場の選定に向けたプロセス
「批判派の議員を５人に」と力説する越前谷氏

町議補選で初当選した吉野氏（左）と、今回選挙に立候補する大串伸吾氏
（21年 10 月撮影）

加
す
る
環
境
ま
で
に
至
っ
て
は
い
な
い
」

「
全
国
の
複
数
地
点
で
の
文
献
調
査
の
実

施
を
め
ざ
す
こ
と
で
国
民
的
議
論
に
進
展

が
見
え
、
安
心
し
て
話
し
合
い
が
持
て
る

環
境
が
構
築
さ
れ
た
後
に
、
町
民
の
意
思

を
伺
い
た
い
」

　

な
ど
と
述
べ
、
具
体
的
な
実
施
時
期
を

明
言
し
な
い
答
弁
に
終
始
し
て
い
る
。
後

述
の
長
崎
県
対
馬
市
で
の「
文
献
調
査
」を

め
ぐ
る
攻
防
や
、
政
府
の
処
分
政
策
の
動

向
を
に
ら
み
な
が
ら
、
町
長
の
胸
先
三
寸

で
決
め
た
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
10
月
３
日
投
開

票
の
町
議
選
の
結
果
は
、
核
ゴ
ミ
問
題
と

り
わ
け「
概
要
調
査
」を
め
ぐ
る
住
民
投
票

の
行
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　

現
時
点
で
は
、
核
ゴ
ミ
問
題
で
の
片
岡

町
長
の
対
応
に
つ
い
て
、
立
候
補
予
定
者

11
人
の
う
ち
支
持
ま
た
は
容
認
派
は
６
人

（
小
西
、
石
澤
、
川
地
、
木
村〔
眞
〕、
友
山
、

早
瀬
の
各
氏
）。
対
す
る
批
判
派
は
５
人

（
越
前
谷
、
幸
坂
、
吉
野
、
大
串
、
田
原

の
各
氏
）。
現
職
の
う
ち
木
村
親
志
氏
と

沢
村
氏
は
今
期
限
り
で
勇
退
す
る
。

　

下
馬
評
と
し
て
は
、
前
回
ト
ッ
プ
当
選

の
小
西
議
長
に
つ
い
て「
町
内
首
位
の
水

揚
高
を
誇
る
漁
業
会
社
の
代
表
で
前
漁
協

組
合
長
の
実
兄
ら
に
よ
る
、“
不
透
明
な
カ

ネ
の
流
れ
”（
本
誌
既
報
）の
影
響
を
受
け

る
の
で
は
な
い
か
」と
の
見
方
や
、
核
ゴ

ミ
問
題
を
め
ぐ
る
川
地
、
友
山
両
氏
の
言

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

動
に
対
す
る
不
信
感
な
ど
を
聞
く
。

　

一
方
、
助
役
や
町
議
の
経
験
が
長
く
、

先
の
町
長
選
で
現
職
に
２
３
５
票
差
ま
で

迫
っ
た
越
前
谷
氏
は
、
こ
う
力
を
込
め
る
。

「（
町
長
選
後
は
）こ
う
し
た
世
界
か
ら
身

を
引
き
、
家
内
と
一
緒
に
畑
仕
事
を
し
な

が
ら
暮
ら
そ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

町
が
沈
ん
だ
状
態
に
あ
る
中
で
、
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
会
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
で
町
政
を
刷
新
し
て
い
き
た
い
。
核
ゴ

ミ
交
付
金
に
群
が
る
の
は
現
状
を
維
持
し

よ
う
と
す
る
人
た
ち
。
状
況
を
変
え
る
に

は（
批
判
派
が
過
半
数
を
超
え
る
）５
人
の

議
員
が
必
要
な
ん
で
す
」

　

批
判
派
で
き
び
し
い
選
挙
戦
が
予
想
さ

れ
る
の
は
、
田
原
、
大
串
の
両
氏
だ
ろ
う
。

　

寿
都
出
身
の
田
原
氏
は
道
北
の
雄
武
町

で
水
産
加
工
会
社
を
経
営
す
る
な
ど
の
経

歴
の
持
ち
主
。
核
ゴ
ミ
問
題
の
行
方
を
案

じ
て
21
年
春
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
町
民
宅
を

訪
ね
て
話
し
込
む
一
方
、
公
費
の
不
透
明

な
流
れ
な
ど
を
調
査
し
て
き
た（
別
項
記

事
を
参
照
）。
し
か
し
、
郷
里
を
離
れ
て

い
た
期
間
が
長
く
、
知
名
度
は
今
ひ
と
つ
。

核
ゴ
ミ
問
題
で
は
一
匹
狼
で
動
く
。

　

新
潟
出
身
の
大
串
氏
は
、
水
産
研
究
者

の
道
を
歩
ん
で
き
た
が
、
片
岡
町
長
ら
の

勧
め
も
あ
り
17
年
に
町
役
場
へ
就
職（
21

年
に
退
職
）。「
若
い
人
の
今
後
に
期
待
し

た
い
」と
話
す
沢
村
氏
の
事
実
上
の
後
継

候
補
で
、
核
ゴ
ミ
問
題
の
仲
間
の
一
部
も

応
援
す
る
。
学
者
肌
か
つ
地
元
出
身
で
は

な
い
こ
と
が
不
安
材
料
と
さ
れ
る
。

　

９
月
１
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者

数
は
２
３
３
０
人
で
、
４
年
前
か
ら
２
０

０
人
ほ
ど
減
少
し
た
。
立
候
補
者
11
人
、

前
回
程
度
の
投
票
率（
約
80
％
）の
場
合
、

当
選
圏
は
百
票
台
の
前
半
に
な
る
。

「
文
献
調
査
」が
行
な
わ
れ
た
寿
都
町
で
は
、

事
業
主
体
の
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力
発
電
環

「
過
半
数
を
批
判
派
に
│
」の
声
と

立
ち
は
だ
か
る“
調
査
容
認
”の
壁

カ
ギ
を
握
る
対
馬
で
の「
文
献
調
査
」

長
期
化
す
る
と
知
事
の
去
就
も
焦
点

境
整
備
機
構
）と
町
が
運
営
す
る「
対
話
の

場
」が
続
い
て
い
る
。
賛
成
派
メ
ン
バ
ー

の
参
加
者
が
多
く
、
事
業
者
側
が
委
嘱
し

た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
進
行
を
仕
切
る

な
ど
の
問
題
点
が
あ
り
、
反
対
派
住
民
は

批
判
的
だ
。
ま
た
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施

設
が
立
地
す
る
青
森
県
六
ヶ
所
村
や
、
処

分
研
究
施
設
が
あ
る
道
北
の
幌
延
町
に
参

加
メ
ン
バ
ー
を
連
れ
出
す
な
ど
、
住
民
の

懐
柔
策
も
ジ
ワ
リ
浸
透
し
て
い
る
。

　

一
方
、
長
崎
県
対
馬
市
の
市
議

会
に
は
今
年
夏
ま
で
に「
文
献
調

査
」の
推
進
・
反
対
11
団
体
か
ら

相
次
い
で
８
件
の
請
願
書
が
提
出

さ
れ
た
。
議
会
内
に
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
８
月
16
日
に
は
賛

成
９
、
反
対
７
で「
推
進
」請
願
が

採
択
さ
れ
た
。

「
当
初
は
賛
成
11
、
反
対
３
、
中

立
４
だ
っ
た
の
で
、
反
対
議
員
の

増
加
傾
向
は
確
実
」（
参
考
人
質
疑

で
意
見
陳
述
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
原
子
力
資
料
情
報
室
」核
ゴ
ミ
担

当
ス
タ
ッ
フ
の
高
野
聡
さ
ん
）

　

９
月
の
定
例
会
で
比
田
勝 

尚

喜
市
長
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
述

べ
る
か
注
目
し
た
い
が
、
来
年
３

月
に
は
対
馬
市
長
選
が
行
な
わ
れ

る
予
定
だ
。
現
在
２
期
目
の
同
市

長
は
自
民
・
公
明
両
党
の
推
薦
を
得
て
当

選
し
た
が
、
核
ゴ
ミ
問
題
で
は
当
初
、
反

対
姿
勢
が
強
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
だ

け
に
、
市
長
選
の
行
方
は
北
海
道
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
誌
７
月
号
に
も
書
い
た
が
、
す
で
に

政
府
と
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
よ
っ
て
、「
文
献
調

査
」報
告
書
の
公
告
・
縦
覧
と
説
明
会
の

開
催
→
住
民
意
見
の
募
集
→
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の

見
解
の
作
成
→
概
要
調
査
地
区
の
選
定
に

向
け
た「
実
施
計
画
」の
変
更
申
請
─
─
と

い
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
概
要
調
査
地
区
の
選
定
」前
に
は
、
鈴
木

直
道
知
事
と
寿
都
・
神
恵
内
の
首
長
か
ら

意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
住
民

投
票
条
例
を
制
定
し
た
寿
都
町
の
片
岡
町

長
は
、
選
定
前
に
投
票
に
よ
る
審
判
を
仰

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

鈴
木
知
事
は
20
年
以
降
、「
道
内
に
処
分

場
を
受
け
入
れ
る
意
思
は
な
い
」と
し
て

「
文
献
調
査
」に
反
対
す
る
姿
勢
を
示
し
、

今
も「
概
要
調
査
」に
賛
成
す
る
姿
勢
は
見

せ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
最
近
、
道
議
会
産
炭
地
域
振
興 

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
特
別
委
の
席
上
、
自

民
党
会
派
の
一
部
議
員
か
ら「
最
終
処
分

地
は
受
け
入
れ
が
た
い
」と
す
る「
北
海
道

に
お
け
る
特
定
放
射
性
廃
棄
物
に
関
す
る

条
例
」の
修
正
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ

る
場
面
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
知
事
に
対
す

る
揺
さ
ぶ
り
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
道
庁
内
な
ど
に
は「
今
後
、
任

期
途
中
で
あ
っ
て
も
鈴
木
知
事
は
国
政
選

挙
に
打
っ
て
出
る
だ
ろ
う
」と
の
見
方
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
動
向
も
処
分
地
選
定
の

行
方
に
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

　

先
行
き
不
透
明
な“
核
の
ゴ
ミ
”地
層
処

分
問
題
を
め
ぐ
る
状
況
の
中
、
文
献
調
査

後
の
動
き
に
は
目
を
離
せ
な
い
。
道
民
一

人
ひ
と
り
に
と
っ
て
も
、「
小
さ
な
ま
ち
の

出
来
事
だ
か
ら
…
」と
捉
え
る
こ
と
な
く
、

み
ず
か
ら
と
北
海
道
、
そ
し
て
地
球
の
未

来
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
真
剣
に
向
き

合
っ
て
ほ
し
い
、
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
５
日
現
在
）


